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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面側に偏光板が設けられた車載用表示装置において、２枚の位相差フィルムを積
層させて偏光板表示面側に配置された車載用表示装置であって、２枚の位相差フィルムの
うち、一方に１／４波長板を用い、他方に位相差角度依存性がフィルム法線方向に対して
非対称であるフィルムを用いており、表示画面から出て、フロントガラスで反射して、運
転者の平均的視線の位置に入射する光が、フロントガラスに入射する際に、その光の主成
分がＰ偏光となり、運転者方向へ出射する光が楕円偏光となるよう設置されていることを
特徴とする車載用表示装置。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、日本国で２００９年３月４日に出願した特願２００９－５１１２１の優先権を
主張するものであり、その全体を参照により本願の一部をなすものとして引用する。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は、特にＴＮ型液晶表示装置を用いた車載用表示装置において、表示画面がフロ
ントガラスへ映り込みを低減できる車載用表示装置を提供するものである。更には、偏光
眼鏡を装着して観察する場合に表示が暗化し難くし視認性が低下を防止した車載用表示装
置を提供することも含む。
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【背景技術】
【０００３】
　車載用表示装置の表示画面からの出射光には拡散光が含まれ、表示画面から運転者以外
の方向にも光が拡散される。特に、車載用表示装置では、フロントガラス方向へ拡散した
光は、フロントガラスで反射し運転者の視認性を低下させるため安全上大きな問題となる
。
【０００４】
　このような問題点から、表示画面からの光を所定方向に制御するライトコントロールフ
ィルム（以降、ＬＣＦと略す）が用いられる。このＬＣＦは、微小なルーバー構造を有す
るフィルムで、特定方向の光の透過を抑制できる。これにより、液晶表示画面のフロント
ガラスへの映り込みを防止している。ＬＣＦの製造方法として、特公昭４７－４３８４５
号公報には、透明プラスチックと不透明プラスチックが交互に積層されたビレットをスカ
イビングすることによって、ＬＣＦを製造する方法が開示されている。
【０００５】
　また、特表２００４－５１４１６７号公報には、紫外線硬化性の透明材料を用いて形成
される溝を有する光透過フィルムを作製し、このフィルムの溝に光吸収性樹脂を充填する
ことによってＬＣＦを製造する方法が開示されている。このような製造方法でも特定方向
の光の透過を抑制するフィルムの作製は可能であるが、その製造工程が非常に煩雑である
ことが問題である。
【０００６】
　また、このように作製されたＬＣＦは、ルーバー構造を有することから正面から観察し
た場合、透明領域と光吸収領域が縞状になっている。このようなＬＣＦを液晶表示装置の
前面に配置すると、表示装置の画素配列との間でモアレ（明暗の縞）を生じてしまうこと
がある。このモアレの発生は、表示品位を損ない問題となる。更には、光吸収領域が縞状
になっているため透過率が低く光の利用効率が悪い。また、表示画面を観察した場合に視
野角特性が狭くなるなどの問題があった。
【０００７】
　表示画面のフロントガラスへの映り込みを防止する他の手法として、特開平０１－３０
２３８３号公報に液晶表示装置において表示面前面の偏光板の偏光透過軸方向をフロント
ガラスに映り込んだ映像の反射像が最も暗くなるように調整する方法が提案されている。
【０００８】
　しかしながら、現状、車載用液晶表示装置では、信頼性、温度特性、開口率などの面で
優れるＴＮ型液晶表示装置が最も多く用いられている。車載用表示装置は、インスツルメ
ントパネルの中央部に配置される機会が多く、運転者席方向、助手席方向から観察した場
合に均一に見えることが必要であることから、ＴＮ型液晶表示装置を用いた場合には、表
示画面側偏光板の透過軸は、水平方向に対して４５°または１３５°に設定される。この
ようなＴＮ型液晶表示装置の表示面前面に配置される偏光板の透過軸をフロントガラスに
映り込んだ映像の反射像が最も暗くなるように調製した場合、運転者席方向、助手席方向
から観察した場合に表示が均一ではなくなってしまい実用上問題となる。
【０００９】
　また、表示画面全面に偏光板が配置される液晶表示装置では後述のような問題も有して
いる。
【００１０】
　自動車用計器盤、カーナビゲーション装置などの車載用表示装置では外光の強い場所で
利用する機会が多く、観察者が偏光眼鏡を使用して表示装置を観察する場面も少なくない
。表示画面側偏光板の透過軸が、水平方向に対して４５°または１３５°に設定されてい
るＴＮ型液晶表示装置では、観察者が偏光眼鏡を使用して液晶表示装置を観察した場合、
首を－４５°または４５°傾げると偏光眼鏡の吸収軸と液晶表示装置からの光の偏光軸が
一致し表示が暗くなり、著しく視認性が低下してしまうという問題点がある。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】特公昭４７－４３８４５号公報
【特許文献２】特表２００４－５１４１６７号
【特許文献３】特開平０１－３０２３８３号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　このような問題に鑑みて、本発明は、フロントガラスへの映り込みを低減することがで
き、更に、偏光眼鏡を装着して観察する場合に表示が暗化し難く視認性の低下を抑制した
車載用表示装置を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するために、本発明の車載用表示装置は、表示画面側に偏光板が設けら
れた車載用表示装置において、少なくとも１枚の位相差フィルムを偏光板表示面側に配置
された車載用表示装置であって、表示画面から出て、フロントガラスで反射して、運転者
の平均的視線の位置に入射する光が、フロントガラスに入射する際に、その光の主成分が
Ｐ偏光となるよう設置されていることを特徴とする。
【００１４】
　この構成によると、本発明は、少なくとも１枚の位相差フィルムを偏光板表示面側に配
置することにより、表示画面から出て、フロントガラスで反射して、運転者の平均的視線
の位置に入射する光が、フロントガラスに入射する際に、その光の主成分がＰ偏光となる
ように設定することで、フロントガラスへの映り込みを防止することができ、更に、偏光
眼鏡を装着して観察する場合に表示が暗化し難く視認性の低下を抑制することができる。
【００１５】
　本発明において、偏光板表示面側に配置する位相差フィルムは２枚の位相差フィルムを
積層させてもよい。この場合、フロントガラスへの映り込みをより防止することができ、
偏光眼鏡を装着して観察する場合に、より表示が暗化し難く視認性の低下を抑制すること
ができる。また、２枚の位相差フィルムのうち、少なくとも１枚に１／４波長板を用いて
もよい。さらに、２枚の位相差フィルムのうち、少なくとも１枚に位相差角度依存性がフ
ィルム法線方向に対して非対称であるフィルムを用いてもよい。
【００１６】
　本発明において、偏光板表示面側に配置する位相差フィルムが１／２波長板であっても
よい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の車載用表示装置では、フロントガラスへの映り込みを防止することができ、偏
光眼鏡を装着して観察する場合に表示が暗化し難く視認性の低下を抑制することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　本発明は、添付の図面を参考にした以下の好適な実施形態の説明から、より明瞭に理解
されるであろう。しかしながら、実施形態および図面は単なる図示および説明のためのも
のであり、この発明の範囲を定めるために利用されるべきものではない。この発明の範囲
は添付の請求の範囲によって定まる。添付図面において、複数の図面における同一の部品
符号は同一部分を示す。
【００１９】
【図１】本発明の構成例を説明する模式図である。
【図２】本発明の構成例での表示画面からの偏光状態を説明する図である。
【図３】本発明の他の構成例での表示画面からの偏光状態を説明する図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態を図面にしたがって説明する。
　図１に示すように、表示画面側に偏光板１２が設けられるＴＮ型液晶表示装置１０にお
いて、少なくとも１枚の位相差フィルム１１を表示面側偏光板１２に表面に配置する。図
中Ｐ１は、表示面側偏光板１２の透過軸を示す。少なくとも1枚の位相差フィルム１１を
表示面側偏光板１２の表面に配置することにより、表示画面から出て、フロントガラス１
３で反射して、運転者Ｄ１の平均的視線の位置に入射する光Ｌ１が、フロントガラス１３
に入射する際に、その光の主成分がＰ偏光とする。本発明によるフロントガラスへの映り
込みを防止の効果は、２つの屈折率の異なる材質の界面にある角度をもって光が入射する
時、入射面に平行な偏光成分Ｐ偏光と垂直な偏光成分Ｓ偏光では反射率が異なり、Ｐ偏光
は入射角度を大きくしてゆくとある角度（ブリュースター角）で反射率が０となることを
利用している。
【００２１】
　表示画面の前面に配置される位相差フィルムとしては、高分子フィルムを１軸延伸、２
軸延伸したフィルム、更には、位相差値がフィルムの法線方向に対して非対称のフィルム
（以降、「傾斜フィルム」と呼ぶ。）の単体ないしはこれらを組み合わせて用いる。後述
の実施例４に示すような構成において、傾斜フィルムをもちいた場合、映り込み防止範囲
を拡大したり、偏光サングラスを掛けて表示画面を観察したときに発生する、首を傾げた
時の表示画面の色調変化を抑制することができる。これは、傾斜フィルムの有する位相差
値の角度依存性を利用したものである。ここで、傾斜フィルムとしては、シート面内の進
相軸または遅相軸を傾斜軸としたときの位相差値がシートの法線方向に対して非対称であ
ればよく、延伸した高分子ロッドを斜めにスライスしたフィルム、更にはそのフィルムを
延伸したフィルム、棒状分子ないしは円盤状分子を配向膜上でハイブリッド配向させたフ
ィルム、特開２００２－２０２４０９号、特開２００４－１７０５９５号公報に記載され
た光配向材料により作製される傾斜配向フィルムなどを用いることができる。但し、ここ
に記載されたものに限定されるものではない。
【００２２】
　本発明に用いる位相差フィルムは、可視光域の吸収が殆ど無い透明なフィルムである。
このため、従来技術で問題となっている光吸収による透過率の低下がなく光の利用効率が
高い。また、透明なフィルムを表示画面の前面に配置するのみで、表示画面を観察した場
合に視野角特性が狭くなることもなく、モアレが生じることも無い。
【００２３】
　また、本発明の偏光眼鏡を装着して観察する場合に表示が暗化し難く視認性の低下を抑
制する効果は、図２、図３に示すように、表示画面側偏光板２２、３２の透過軸Ｐ２、Ｐ
３が、水平方向に対して１３５°（または４５°）に設定されているＴＮ型液晶表示装置
２０、３０であっても、少なくとも1枚の位相差フィルム２１，３１を表示面側偏光板２
２、３２の表面に配置することによって、表示画面からの出射光Ｌ２´、Ｌ３´の偏光状
態を垂直方向の直線偏光に近づける（図２）ないしは楕円偏光（図３）とすることによっ
て発現する。このとき表示画面から出てフロントガラスで反射して、運転者の平均的視線
の位置に入射する光Ｌ２、Ｌ３は、フロントガラスに入射する際に、その光の主成分がＰ
偏光となるよう保たれている。
【００２４】
　偏光眼鏡は、車両運転中のインストルメント・パネルのフロントガラスへの映り込みに
よる視認性低下の解消、前走行車両のリヤウィンドウでの太陽光の反射による眩しさの解
消、釣り、マリンスポーツでの水面のギラツキ軽減などに有効である。偏光眼鏡では、フ
ロントガラス、リヤウィンドウや水面からの反射光の偏光状態が水平方向に対して平行方
向の成分が強いことが利用され、この反射光を吸収するため、その偏光吸収軸が水平方向
（透過軸は垂直方向）に設定されている。このことから、表示画面からの光の偏光方向を
垂直方向とすることにより、観察者が偏光眼鏡を使用して液晶表示装置を観察した場合、
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首を９０°程度傾げない限り偏光眼鏡の偏光吸収軸と液晶表示装置からの光の偏光軸が一
致することがなく暗状態となることはない。更に、表示画面からの光を楕円偏光とした場
合には、観察者が偏光眼鏡を使用したとしても、偏光眼鏡の偏光吸収軸の方向によらず暗
状態となることはない。
【実施例】
【００２５】
　以下は、本発明の実施例である。
（実施例１）
　本発明における第１の実施例を以下に示す。
　車両のインスツルメント中央部に配置する表示装置を想定して、表示画面の偏光板の透
過軸が水平方向に対して１３５°であるTN型液晶表示装置の前面に第一の位相差値１４０
．３ｎｍの位相差フィルムを、遅相軸の角度が水平方向から９０°となるよう粘着剤で貼
合した。更に、第二の位相差フィルムとして位相差値１４０．３ｎｍの位相差フィルムを
遅相軸の角度が水平方向に対して１３５°となるように粘着剤で貼合した。この構成にお
いて、表示画面の輝度低下は無く、表示画面からフロントガラス方向へ出射する光および
運転者方向へ出射する光は、垂直方向の直線偏光が主成分となる光となっていた。フロン
トガラスに対してＰ偏光となる光である。
【００２６】
　このような構成で、車両のインスツルメント中央部に配置して、フロントガラスへの映
り込みを観察したところ、表示画面からの映り込みは大幅に低減されていることが確認さ
れた。また、偏光サングラスを掛けて表示画面を観察したところ、左右４５°まで首を傾
げたが、表示画面が暗状態になってしまうことはなく視認性が保たれた。
【００２７】
　重合体１の微粒子を紫外線硬化性無溶剤型ハードコート剤（粘度：２００ｃＰ）に１５
ｗｔ％分散した。この分散溶液を、スピンコーターを用いて、回転数１０００ｒｐｍ、回
転時間３０秒の条件でＴＡＣフィルムにコートした。次に、高圧水銀灯を光源とする紫外
線照射装置の光をグランテーラープリズム（境界面を空気層とした偏光子）を用いて直線
偏光に変換し、コートした塗膜に４００秒間照射した。このコートフィルムを１２５℃の
恒温槽に入れ、続いて２０分間かけて室温まで降温した。更に、マトリックスである紫外
線硬化性ハードコート剤が完全に固化するまで、紫外線照射装置の光をグランテーラープ
リズムを介さず非偏光のまま照射した。
【００２８】
　このように作製したフィルムでは、分散した微粒子に異方性が発現しており、その光軸
方向は一定の方向を向いてはいなかった。
【００２９】
　このフィルムの裏面に粘着剤を塗布し、液晶ディスプレイの表示画面前面に貼合した。
このように本発明のフィルムを貼合した液晶ディスプレイでは、偏光眼鏡を掛けて観察し
ても、表示画面が完全に暗くなることはなく画像を認識できた。また、従来技術の１／４
波長板のような複屈折板を設けた場合と比較して、画像の色調がずれてしまうことが抑制
されていた。
【００３０】
（実施例２）
　本発明における第２の実施例を以下に示す。
　表示画面の偏光板の透過軸が水平方向に対して４５°であるＴＮ型液晶表示装置の前面
に第一の位相差値１３８．３ｎｍ、Ｎｚ係数１．５の位相差フィルムを、遅相軸の角度が
水平方向から０°となるよう粘着剤で貼合した。更に、第二の位相差フィルムとして位相
差値１４０．３ｎｍの位相差フィルムを遅相軸の角度が水平方向に対して１３５°となる
ように粘着剤で貼合した。この構成において、表示画面の輝度低下は無く、表示画面から
フロントガラス方向へ出射する光および運転者方向へ出射する光は、フロントガラスに対
してＰ偏光が主成分となる光となっていた。
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【００３１】
　このような構成で、車両のインスツルメント中央部に配置して、フロントガラスへの映
り込みを観察したところ、表示画面からの映り込みは大幅に低減されていることが確認さ
れた。また、偏光サングラスを掛けて表示画面を観察したところ、左右４５°まで首を傾
げたが、表示画面が暗状態になってしまうことはなく視認性が保たれた。ここで、Ｎｚ係
数は、位相差フィルムの屈折率楕円体の形態を表す指標であり、基板上の配向層の屈折率
成分ｎｘ、ｎｙ、ｎｚ（ここで、ｎｘ、ｎｙは基板面内の屈折率、ｎｚは基板に対して法
線方向の屈折率である。）とすると化学式１で表される係数である。
Ｎｚ＝（ｎｘ－ｎｚ）／｜ｎｘ－ｎｙ｜　　・・・（化学式１）
【００３２】
（実施例３）
　本発明における第３の実施例を以下に示す。
　表示画面の偏光板の透過軸が水平方向に対して４５°であるＴＮ型液晶表示装置の前面
に第一の位相差値１３８．３ｎｍ、Ｎｚ係数１．５の位相差フィルムを、遅相軸の角度が
水平方向から０°となるよう粘着剤で貼合した。更に、第二の位相差フィルムとして位相
差値７０．５ｎｍの位相差フィルムを遅相軸の角度が水平方向に対して１３５°となるよ
うに粘着剤で貼合した。この構成において、表示画面の輝度低下は無く、表示画面からフ
ロントガラス方向へ出射する光は、フロントガラスに対してＰ偏光が主成分となる光とな
っており、運転者方向へ出射する光は楕円偏光となっていた。
【００３３】
　このような構成で、車両のインスツルメント中央部に配置して、フロントガラスへの映
り込みを観察したところ、表示画面からの映り込みは大幅に低減されていることが確認さ
れた。また、偏光サングラスを掛けて表示画面を観察したところ、表示画面が暗状態にな
ってしまうことはなく視認性が保たれた。
【００３４】
（実施例４）
　本発明における第４の実施例を以下に示す。
　表示画面の偏光板の透過軸が水平方向に対して４５°であるＴＮ型液晶表示装置の前面
に第一の位相差値１３８．３ｎｍ、Ｎｚ係数１．５の位相差フィルムを、遅相軸の角度が
水平方向から０°となるよう粘着剤で貼合した。更に、第二の位相差フィルムとして位相
差値５５．８ｎｍ、光軸の傾きが２６．０°の位相差フィルムを遅相軸の角度が水平方向
に対して１３５°となるように粘着剤で貼合した。この構成において、表示画面の輝度低
下は無く、表示画面からフロントガラス方向へ出射する光は、フロントガラスに対してP
偏光が主成分となる光となっており、および運転者方向へ出射する光は楕円偏光となって
いた。
【００３５】
　このような構成で、車両のインスツルメント中央部に配置して、フロントガラスへの映
り込みを観察したところ、実施例１～３に比較して、表示画面の映り込みが低減されてい
る範囲が拡大されていることが確認された。また、偏光サングラスを掛けて表示画面を観
察したところ、表示画面が暗状態になってしまうことはなく視認性が保たれた。また、偏
光サングラスを掛けて表示画面を観察し、首を傾げた時の表示画面の色調変化は、実施例
３に比較してその程度が抑制されていた。
【００３６】
（実施例５）
　本発明における第５の実施例を以下に示す。
　表示画面の偏光板の透過軸が水平方向に対して４５°であるＴＮ型液晶表示装置の前面
に位相差値２８０．６ｎｍの位相差フィルムを、遅相軸の角度が水平方向から６７．５°
となるよう粘着剤で貼合した。この構成において、表示画面の輝度低下は無く、表示画面
からフロントガラス方向へ出射する光および運転者方向へ出射する光は、垂直方向の直線
偏光が主成分となる光となっていた。
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【００３７】
　このような構成で、車両のインスツルメント中央部に配置して、フロントガラスへの映
り込みを観察したところ、表示画面からの映り込みは大幅に低減されていることが確認さ
れた。また、偏光サングラスを掛けて表示画面を観察したところ、左右４５°まで首を傾
げたが、表示画面が暗状態になってしまうことはなく視認性が保たれた。
【００３８】
（比較例１）
　比較例を以下に示す。
　表示画面の偏光板の透過軸が水平方向に対して４５°であるＴＮ型液晶表示装置を実施
例１と同様に、車両のインスツルメント中央部に配置して、フロントガラスへの映り込み
を観察したところ、表示画面からの映り込みが生じていることが確認された。また、偏光
サングラスを掛けて表示画面を観察したところ、左４５°まで首を傾げると、表示画面が
暗状態になってしまい、著しく視認性が低下した。
【００３９】
　表1に実施例および比較例をまとめる。
【００４０】
【表１】

【００４１】
　以上のとおり図面を参照しながら好適な実施形態を説明したが、当業者であれば、本件
明細書を見て、自明な範囲内で種々の変更および修正を容易に想定するであろう。したが
って、そのような変更および修正は、添付の請求の範囲から定まる本発明の範囲内のもの
と解釈される。
【符号の説明】
【００４２】
１０、２０，３０：ＴＮ型液晶表示装置
　１１、２１、３１：位相差フィルム
　１２：表示面側偏光板
　１３、１４：フロントガラス
　２２、３２：表示画面側偏光板
　Ｄ１：運転者
　Ｌ１、Ｌ２、Ｌ３：光
　Ｌ２’、Ｌ３’：出射光
　Ｐ１：表示側面偏光板１２の透過軸
　Ｐ２：表示側面偏光板２２の透過軸
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　Ｐ３：表示側面偏光板３２の透過軸

【図１】

【図２】

【図３】
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